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国際戦略推進本部 下田 誠 

今月の業務テーマ 

（１）国際戦略の基本方針を検討する。 具体的な行動目標 

国際戦略の基本方針を策定する。 

（２）東アジア教員養成国際コンソーシアム事業

と国際大学院プログラムについて検討す

る。 

具体的な行動目標  

次年度への引継ぎ資料を作成する。 

実施内容 

（１）について 【国際戦略推進本部の活動】 

 「国際連携の基本方針」を作成し、学内教職員に意見を求めた。また従来の「国際戦略の基本方針」に

ついては、執行部の意見により「国際連携の基本方針」と改めることにした。 

 

（２）について 【東アジア教員養成国際コンソーシアム事業実施部会の活動】 

 東アジア教員養成国際コンソーシアム事業について、平成 27年度以降、拠出金方式で運営する案や活動

の中心を学生交流に移す案などが検討された。 

 北京師範大学の訪問団と国際大学院プログラムについて協議をおこなった。 

 

成果 

（１）について  

 協定校コーディネーターを開催し、コーディネーターと意見交換をおこない、コーディネーターへの支

援の充実に向けて、課題を共有した。 

 ヤゲロー大学（ポーランド）との協定を更新し、平成 26年度より学生交流も開始することとした。ドイ

ツのハンブルク大学、ルプレヒト・カール大学ハイデルベルクとの交流協定を更新した。 

 平成 26年度青少年教育施設を活用した国際交流事業（文部科学省スポーツ・青少年局）に「日タイ大学

生招聘交流事業―食農教育と学校現場体験―」をテーマに応募し、採択された。 

 国際協力の基本方針に続き、国際連携の基本方針を定めた。別途ＨＰなどに公開の予定である。 

 

（２）について  

 2月 27日に「平成 25年度東アジア教員養成国際コンソーシアム加盟校大学生招聘交流事業」（文部科学

省スポーツ青少年局「青少年教育施設を活用した国際交流事業」助成課題）の学生報告会と第２回企画委

員会を実施した。また同課題の報告書も完成し、コンソーシアム部会のＨＰ上に公開した。 

平成 23年度よりスタートした東アジア教員養成国際コンソーシアム事業の第２フェーズは来年度、最終

年度を迎える。国際戦略推進本部・コンソーシアム部会の議論を経て、本学は当該テーマでの特別経費の

申請は見送ることとしたため、新年度新体制のもと今後の方向性を議論することとなった。 

おわりに 

３年間にわたり月報を作成してきました。担当教員の異動もあり、月報は本号をもって終了します。 

活動を支援してくださった皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 


